
第 57回 

パチンコ景気動向指数(DI)調査報告書 

2014 年 7月 

■パチンコ景気動向指数（DI）調査とは 

パチンコ業界における景気動向の判定を目的に、（株）エンタテインメントビジネス総合研究所が

2000 年 6月より四半期毎に実施しているアンケート調査。 

■ＤＩ（Diffusion Index）とは 

景気局面の総合判断や予測と景気転換点の判定に利用される景気動向指数のひとつ。数値化

しにくい業況感を指標化できるので、景況の先行きを判定するために使われる。 

DI 値は、調査対象企業に「良い」「さほど良くない」「悪い」というような選択肢の質問を行い、「良

い」の回答構成比から「悪い」の回答構成比を差し引いて算出。DI値は＋100からー100の間をと

るが、プラスならば景気拡大期、マイナスならば景気減速期と判断される。 

■今回の調査について 

調査対象：日本遊技関連事業協会、パチンコ・チェーンストア協会、日本遊技産業経営者同友

会、余暇環境整備推進協議会の4団体会員ならびにＡｃｌｕｂ（エンタテインメントビジネス総合研究

所の会員制情報提供サービス）会員など、全国の有力パチンコ店経営企業 

◇実施時期： 

2014 年 6月 17日～7月 3日 

◇調査方法： 

調査票をＦＡＸにて送付・回収 

◇回答状況： 

59 企業、77地域（複数の地域にまたがり事業展開する企業があるため、地域数は重複あり） 
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調査結果ダイジェスト（1）「全般的業況」 

■全般的業況：大幅に悪化するも、見通しは転じてやや回復の見込み  

【事業者全体】 

過去1ケ月の収益や売上、粗利などから判断される「全般的業況」は▲5.3ポイントから▲36.0ポイン

ト（前回比 30.7 悪化）まで大幅に悪化しており、11 期連続でマイナス推移という結果になった。4 月に消

費税が8％に増税された影響も考えられる。一方、3ケ月後の見通しは▲29.3ポイントまで回復すると見

込まれている。 

【事業者規模別】 

「全般的業況」を事業者の規模別でみると、小規模事業者（1～3店舗）が▲42.1ポイント（前回比4.6

悪化）、中規模事業者（4～10店舗）が▲45.8ポイント（前回比37.8悪化）、大規模事業者（11店舗以

上）が▲29.2ポイント（前回比40.6悪化）となり、中規模・大規模事業者の落ち込みが著しい。前回の調

査では、大規模事業者と小規模事業者の開きが過去5年で最大となったが、今回の調査では事業者ご

との差は縮まった。一方、3 ケ月後の見通しについては、大規模事業者は悪化を見込んでいるが、小規

模・中規模事業者は回復を見込んでいる。 
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調査結果ダイジェスト（2）「アルバイト・パートの確保」 

■アルバイトの充足状況：「非常に不足」「やや不足」が 6割超

 上図は、アルバイト・パートの充足状況について質問した結果を示している。アルバイトの充足状況として

「非常に不足」が16.4％、「やや不足」が49.1％となっており、全体の6割以上でアルバイトが不足してい

るという結果になった。「過不足なく適切」が 34.5％となっているが、「やや過剰」と「常に過剰」はそれぞ

れ 0％と、人員過剰の事業者は見られない。 

■アルバイトの不足理由：「応募者数が少ない」が 6割弱

上図は、「非常に不足」「やや不足」と回答した企業に対して、アルバイトの不足理由について質問した

結果を示している。アルバイトの不足状況として最も大きい割合は、「応募者数が少ない」（57.5％）で、

全体の 6 割弱を占めている。ついで、「応募はあるが、採用基準に達していない」（30.0％）、「採用は出

来ているが、離職者が多い」（12.5％）となった。 

■アルバイト採用基準：「緩和した」が 3割弱、「緩和予定」は 2 割弱 

上図は、「この 1 年間でアルバイトの採用基準を緩和したか」という質問に対する結果である。「緩和し

た」が24.5％、「今後、緩和する予定がある」が17.0％となっており、4割以上の事業者が採用基準の緩

和を実行または予定している結果となった。一方、「緩和していない」は 58.5％なっており、6 割近くの事

業者が採用基準を維持すると回答している。 
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主要指標数値（DI 値）結果

■稼働状況は悪化するも、資本投資気運（遊技機）は回復 

「全般的業況」は、前回から 30.7 悪化して▲36.0 ポイントとなったが、3 ケ月後の見通しでは▲29.3

ポイントまで回復する見込みとなっている。 

「稼働状況」は、パチンコが前回比▲10.0悪化の▲31.1 ポイント、パチスロは前回比33.7 悪化して▲

19.2 ポイントとマイナス圏へ転落した。3 ケ月後における稼働状況の見通しは、パチンコ▲24.3 ポイント、

パチスロ▲6.9 ポイントとなり、どちらも改善すると見込まれている。 

「資本投資気運（遊技機）」は▲16.9ポイント（前回比8.1良化）まで回復し、3ケ月後は▲3.4ポイント

までさらに改善する見込み。一方、「資本投資気運（その他設備）」は＋3.4 ポイント（前回比 0.1 良化）と

なり、3 ケ月後の見通しでは＋10.2 ポイントまで良化すると見込まれている。 

「不足感（雇用人員）」については、前回の▲55.3ポイントから▲48.6ポイントまで回復しているものの、

3 カ月後の見通しは▲50.7 ポイントと厳しい状況に変わりはない。 

【主要指標数値（全体）と業界天気】 

前回 今回 見通し
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　（パチスロ）

4．資本投資気運
　（遊技機）

5．資本投資気運
　（その他設備）

コメント項目
業界天気（下段：DI値）

1．全般的業況

6．不足感
　（営業用設備）

7．不足感
　（雇用人員）

現状は雷雨に悪化
見通しは雨に良化

現状は雷雨に悪化
見通しは雨に良化

現状は雨に悪化
見通しは曇りに良化
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見通しも引き続き曇り

現状は引き続き雷雨
見通しも引き続き雷雨

2．稼働状況
　（パチンコ）

凡例：天気記号の基準 DI 値 

記号 

DI 値 100.0 ～ 30.0 29.9 ～ 10.0 9.9 ～ -9.9 -10.0 ～ -29.9 -30.0 ～ -100.0 
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全般的業況（事業者全体）注：2014年 9月期（9/’14E）の数値は見通し

■全般的業況：大幅に悪化するも、見通しは転じて回復の見込み 

過去1ケ月の収益や売上、粗利などから判断される「全般的業況」は▲5.3ポイントから▲36.0ポイン

ト（前回比 30.7 悪化）まで大幅に悪化しており、11 期連続でマイナス推移という結果になった。4 月に消

費税が8％に増税された影響も考えられる。一方、3ケ月後の見通しは▲29.3ポイントまで回復すると見

込まれている。 

■全般的業況の判断理由：業況低迷の主要因は「客数減少」 

【現況（現在を含めたここ 1 ケ月）の判断理由】（「さほど良くない」「悪い」と回答した理由） 

【先ゆき（3 ケ月後まで）の判断理由】（「さほど良くない」「悪い」と回答した理由） 
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全般的業況（規模別・地域別）注：2014年 9月期（9/’14E）の数値は見通し

■全般的業況（規模別）：事業者規模にかかわらず業況は悪化 

「全般的業況」を事業者の規模別でみると、小規模事業者（1～3店舗）が▲42.1ポイント（前回比4.6

悪化）、中規模事業者（4～10店舗）が▲45.8ポイント（前回比37.8悪化）、大規模事業者（11店舗以

上）が▲29.2ポイント（前回比40.6悪化）となり、中規模・大規模事業者の落ち込みが著しい。前回の調

査では、大規模事業者と小規模事業者の開きが過去5年で最大となったが、今回の調査では事業者ご

とに差は縮まった。一方、3ケ月後の見通しについて、大規模事業者は悪化を見込んでいるが、小規模・

中規模事業者は回復を見込んでいる。 

■全般的業況（地域別）：大幅に落ち込む北陸・中部、中国・四国・九州

地域別で「全般的業況」をみると、すべての地域で大幅に悪化する結果となった。なかでも、北陸・中

部地域は▲50.0ポイント（55.3悪化）、中国・四国・九州は▲40.0ポイント（47.7悪化）とプラス圏から大

きく落ち込んでいる。一方、3 ケ月後の見通しでは関東以外の地域で回復すると予想されている。
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稼働状況（事業者全体）注：2014 年 9 月期（9/’14E）の数値は見通し

■稼働状況（パチンコ・パチスロ別）：パチスロはマイナスに転じる。  

パチンコ稼働状況は▲31.1 ポイント（前回比 10.0 悪化）と悪化しているものの、3 ケ月後には▲24.9

ポイントまで回復すると見込まれている。 

パチスロ稼働状況は▲19.2ポイント（前回比33.7悪化）と大幅に悪化し、前回8期振りのプラス圏か

ら再度マイナス圏へ転じることとなった。3 ケ月後の見通しでは▲6.9 ポイントまで回復すると見込まれて

いるものの、プラス圏への回復までは見込まれていない。 

■稼働状況（貸玉料金別）：全ての貸玉（メダル）料金において悪化 

稼働状況を貸玉（メダル）料金別にみていくと、4円パチンコは▲52.7ポイント（前回比10.6悪化）とな

り、3 カ月後は回復を見込んでいるものの回復の兆しは見られない。20 円パチスロの稼働状況も▲28.8

ポイント（前回比 36.7 悪化）と大幅に悪化する結果となった。 

低貸玉（メダル）料金においては、低貸パチンコが＋1.4ポイント（前回比9.1悪化）、低貸パチスロも▲

3.1 ポイント（前回比 13.2 悪化）とどちらも悪化している。 

一方、3 ケ月後の見通しでは、貸玉（メダル）料金 4種類すべてにおいて回復が見込まれており、8 月

の繁忙期に向けて一定の期待があると思われる。 

-42.7 

-30.1 

-33.8 

-1.6 

-59.7 

-28.5 

-25.9 

-14.7 

-56.3 

-33.8 

-36.0 

-18.2 

-61.1 

-14.5 

-25.9 
-31.5 

-61.2 

-21.1 

-31.1 
-24.3 

-24.7 

12.9 

28.8 

-5.6 

14.1 

14.6 

15.5 

10.0 

19.8 

14.1 

-12.0 

-29.9 

-26.4 

-23.7 

-22.2 -21.9 

-31.8 

14.5 

-19.2 

-6.9 

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

12/'09 3'/10 6/'10 9/'10 12/'10 3/'11 6/'11 9/'11 12/'11 3/'12 6/'12 9/'12 12/'12 3/'13 6/'13 9/'13 12/'13 3/'14 6/'14 9/'14E

（パチンコ n=74 パチスロ n=73）パチンコ パチスロ

-56.0 

-42.9 

-40.0 

-66.0 

-57.1 -59.2 

-41.3 

-73.2 -59.2 
-52.5 -51.4 

-71.6 

-42.1 

-52.7 -40.5 

26.8 

31.1 

20.4 

-6.6 

33.8 

6.4 
19.4 

-1.4 

33.3 

12.8 
7.0 

-21.9 

10.5 

1.4 
5.6 

-38.0 
-34.7 -33.3 

-25.0 

-33.3 

7.9 

-28.8 

-15.1 

-4.9 

17.9 

-1.5 

6.1 

-21.7 

10.1 

-3.1 

7.7 

-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

3/'11 6/'11 9/'11 12/'11 3/'12 6/'12 9/'12 12/'12 3/'13 6/'13 9/'13 12/'13 3/'14 6/'14 9/'14E

（4円パチンコ n=74 低貸パチンコ n=72 20円パチスロ n=73 低貸パチスロ n=65）

4円パチンコ 低貸パチンコ 20円パチスロ 低貸パチスロ



株式会社エンタテインメントビジネス総合研究所 第 57回パチンコ景気動向指数(DI)調査報告書 

8/18 

経営の現状（事業者全体）注：2014年 9月期（9/’14E）の数値は見通し

■企業金融：資金繰り・貸出態度・借入金利はいずれも悪化 

企業金融（資金繰り、貸出態度、借入金利）は、「資金繰り」▲22.0 ポイント（前回比 13.5 悪化）、「借

入金利」が▲12.1 ポイント（前回比8.7悪化）、「借入金利」▲13.8（前回比6.8悪化）というように、企業

金融に関する全ての項目で悪化が見られた。 

■資本投資気運：遊技機に対する投資気運が回復 

今回の「資本投資気運（遊技機）」は、前回の▲25.0ポイントから▲16.9ポイントまで良化した。3ケ月

後までの見通しにおいても、遊技機に対する投資気運は▲3.4 ポイントまで良化すると見込まれている。 

一方、「資本投資気運（遊技機以外の設備）」については今回、＋3.4 ポイント（前回比 0.1 良化）と横

這いで、消費税率引き上げ後から 3 ケ月後までの見通しでは＋10.2 ポイントとプラス圏内を維持すると

見込まれている。消費税率引き上げによる資本投資気運に与える負の影響が懸念されていたが、それ

ほど大きな影響は受けないと見込まれている。
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経営上の課題（事業者規模別）注：複数回答

■小規模事業者：メーカーの遊技機販売縛りが 5割超でトップ 

■中規模事業者：競争激化が 5割超。人手不足・人材確保が続く

■大規模事業者：人材育成が 7割超。人手不足と競争激化が続く 

「経営上の課題」を事業者の規模別でみると、小規模事業者（1～3 店舗）においては「メーカーの遊

技機販売の縛り」（52.6％）、中規模事業者（4～10 店舗）においては「他の同業者との競争激化」

（54.5％）が最大となった。大規模事業者（11 店舗以上）では「人材育成・教育」（75.0％）を一番の課

題として挙げている。 

また、大規模事業者は「人手不足・人材確保」（62.5％）を二番目の課題としており、小規模・中規模

事業者よりも人材に関することを課題として強く意識していることがうかがえる。
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トレンド・ウォッチ「アルバイト・パートの確保」

■アルバイトの充足状況：「非常に不足」「やや不足」が 6割超

 上図は、アルバイト・パートの充足状況について質問した結果を示している。アルバイトの充足状況として

「非常に不足」が16.4％、「やや不足」が49.1％となっており、全体の6割以上でアルバイトが不足してい

るという結果になった。「過不足なく適切」が 34.5％となっているが、「やや過剰」と「常に過剰」はそれぞ

れ 0％と、人員過剰の事業者は見られない。 

■アルバイトの不足理由：「応募者数が少ない」が 6割弱

上図は、「非常に不足」「やや不足」と回答した企業に対して、アルバイトの不足理由について質問した

結果を示している。アルバイトの不足状況として最も大きい割合は、「応募者数が少ない」（57.5％）で、

全体の 6 割弱を占めている。ついで、「応募はあるが、採用基準に達していない」（30.0％）、「採用は出

来ているが、離職者が多い」（12.5％）となった。 

■アルバイト採用基準：「緩和した」が 3割弱、「緩和予定」は 2 割弱 

上図は、「この 1 年間でアルバイトの採用基準を緩和したか」という質問に対する結果である。「緩和し

た」が24.5％、「今後、緩和する予定がある」が17.0％となっており、4割以上の事業者が採用基準の緩

和を実行または予定している結果となった。一方、「緩和していない」は 58.5％なっており、6 割近くの事

業者が採用基準を維持すると回答している。 
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■利用している求人媒体：「求人情報誌」7 割超、「求人サイト」6 割

 上図は、利用している求人媒体について質問した結果を複数回答で示したものである。利用してい

た求人媒体のなかで最も割合が大きかったのは、「求人誌掲載」（72.7％）であった。ついで、「求人サイ

ト」（59.1％）、「店頭での求人告知」（36.4％）、「友人紹介」（31.8％）、「店内での求人告知」（27.3％）

が続いている。一方で「新聞求人折込」は 13.6％と利用割合が最も低い結果となった。 

■効果のあった求人媒体：「店内での求人告知」、「友人紹介」7 割超

上図は、求人媒体を利用して「実際に効果があった求人媒体の割合」（効果があった求人媒体の数

÷利用した求人媒体の数）を示している。求人媒体として、実際に効果が認められた割合が最も大きか

った取り組みは、「店内の求人告知」（76.9％）であった。次いで、「友人紹介」（75.0％）、「店頭での求人

告知」（66.7％）、「求人サイト」（56.3％）の順で効果があったと回答した。 

逆に「新聞求人折込」（14.3％）は効果が最も低く、「求人誌掲載」（37.5％）の利用割合は最も高いも

のの、効果はそれほど高くないという結果となった。 

■アルバイト定着率：採用から半年間の平均定着率は 6割超

右図は、採用から半年間のアルバイトの定着率に

ついて質問した結果である。全事業者の平均定着

率は 64.0％となった。定着率の割合が最も大きか

ったのは、「41％～60％以下」で44.0％を占めてお

り、ついで「81％～100％」（32.0％）、「61％～

80％」（12.0％）、「21％～40％」（10.0％）となった。

最も割合が低かったのは「20％以下」で 2.0％とな

った。 
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■現在の定着率向上策：「融通が利くシフト管理」5 割超

上図は、「定着率を向上させるためにどのようなことを実施しているか」という質問に対する回答（複数

回答）を示している。現在までの定着率向上策として、最も多く挙げられた取り組みは「融通が利くシフト

管理」（56.5％）で、ついで「コミュニケーションが取れる仕組み作り」と「会社の方針、理念の共有」がそれ

ぞれ 47.8％となった。続く、「他業種よりも高い時給設定」（39.1％）、「教育・研修制度の充実」

（34.8％）においても3割以上を占めている。逆に、定着率を向上させるための取り組みとして少なかった

ものは「賞与・一時金の支給」、「法定外福利の充実」、「キャリアパスの明確化」がそれぞれ 17.4％、つ

いで「設備投資による作業負担の軽減」が 21.7％であった。 

■今後の定着率向上策：「法定外福利の充実」「方針・理念共有」がトップ

上図は、「今後、定着率を向上させるためにどのようなことを実施する予定か」という質問に対する回

答（複数回答）を示している。今後の定着率向上策として最も多く挙げられた取り組みは、「法定外福利

の充実」と「会社の方針・理念の共有」がそれぞれ 43.5％となった。ついで、「教育・研修制度の充実」

（39.1％）、「コミュニケーションが取れる仕組み作り」（34.8％）、「他業種よりも高い時給設定」（30.4％）

が 3 割以上を占めている。逆に今後の定着率向上策として最も低かったのが、「賞与・一時金の支給」

（8.7％）で、ついで「設備投資による作業負担の軽減」（17.4％）、「キャリアパスの明確化」（21.7％）、

「融通が利くシフト管理」（26.1％）の順で低くなっている。 
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コメント（自由回答）抜粋

■ アルバイト・パートの定着、および現状・先行きに対するご意見 

アルバイト・パートの定着に関するコメント

◆応募はあっても、採用基準に満たない者が多い。（関東・大規模事業者） 

◆アルバイトの求人に対しての反応は鈍くなっていると思います。全国的な求人倍率の向上の影響

だとは思いますが、業界全体で労働環境の向上をしていかなければ、アルバイトに限らず、社員・新

卒の採用にも影響が出てくると思います。人件費を上げても経営が苦しくならないように、機械代の

上昇は抑えてほしい。（近畿・小規模事業者） 

◆正社員が全く採用できない。（関東・小規模事業者） 

◆正社員の登用はもちろん重要だが、仕事のフォローを先輩がしっかり親身になってやってくれるこ

とが大事だと思う。（東北・小規模事業者） 

◆景気回復にともない、今後アルバイト・パートは私たちの業界では採用しにくい状況になると予想さ

れます。今後のことを考えれば、外国人の雇用も考えなければ、人の確保が難しくなります。規制緩

和で外国人が働けるようにすることが望ましいと感じます。（関東・中規模事業者） 

◆定数の 70％が正社員、残りは派遣社員のため、不足はない。（近畿・小規模事業者） 

現状・先行きに関するコメント

◆業界の先行き不安、メーカーも含め対策が必要。（中部・大規模事業者） 

◆学生層に広く、パチンコ店の面白さを伝えたい。そうしなければ、業界全体に興味を持ってもらえ

ない。（近畿・大規模事業者） 

◆原点回帰の一言に尽きる。（関東・小規模事業者） 
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調査結果概要データ（Dl 値）

■主要指標（事業者規模別） 

■主要指標（地域別） 

■企業金融（資金繰り・貸出態度・借入金利） 

＊全般的業況 n=75、稼働状況（パチンコ）n=74、稼働状況（パチスロ）n=73、資本投資気運（遊技機）n=59、資本投資気運（その他設

備）n=59、不足感（営業用設備）n=75、不足感（雇用人員）n=74、資金繰り n=59、貸出態度 n=58、借入金利 n=58 

＊小規模事業者＝3店舗以下、中規模事業者＝4～10店舗、大規模事業者＝11店舗以上 

前回 今回 見通し 前回 今回 見通し 前回 今回 見通し 前回 今回 見通し

全般的業況 -37.5 -42.1 -31.6 -8.0 -45.8 -33.3 11.4 -29.2 -37.5 -5.3 -36.0 -29.3 

稼働状況（パチンコ） -62.5 -33.3 -27.8 -32.0 -37.5 -33.3 5.7 -33.3 -29.2 -21.1 -31.1 -24.3 

稼働状況（パチスロ） -18.8 -22.2 -16.7 24.0 -30.4 -17.4 22.9 -12.5 -13.0 14.5 -19.2 -6.9 

資本投資気運（遊技機） -18.8 0.0 21.1 -33.3 -21.7 -4.3 -19.0 -33.3 -33.3 -25.0 -16.9 -3.4 

資本投資気運（その他設備） 12.5 10.5 21.1 -4.2 4.3 13.0 4.8 0.0 0.0 3.3 3.4 10.2

不足感（営業用設備） -6.3 -15.8 -10.5 0.0 -4.2 -4.2 2.9 12.5 16.7 0.0 -4.0 -1.3 

不足感（雇用人員） -18.8 -22.2 -27.8 -44.0 -41.7 -30.4 -80.0 -66.7 -79.2 -55.3 -48.6 -50.7 

項目
全体小規模事業者 中規模事業者 大規模事業者

前回 今回 見通し 前回 今回 見通し 前回 今回 見通し

全般的業況 0.0 -22.2 -22.2 -13.6 -20.8 -25.0 5.3 -50.0 -40.0 

稼働状況（パチンコ） -9.1 -22.2 -11.1 -31.8 -25.0 -29.2 -21.1 -35.0 -30.0 

稼働状況（パチスロ） 27.3 -11.1 25.0 4.5 -17.4 -17.4 5.3 -30.0 -10.0 

不足感（営業用設備） 9.1 -11.1 0.0 -4.5 -4.2 4.2 0.0 5.0 5.0

不足感（雇用人員） -72.7 -33.3 -55.6 -45.5 -52.2 -59.1 -42.1 -50.0 -45.0 

前回 今回 見通し 前回 今回 見通し 前回 今回 見通し

全般的業況 -27.3 -50.0 -25.0 7.7 -40.0 -30.0 -5.3 -36.0 -29.3 

稼働状況（パチンコ） -54.5 -33.3 -16.7 15.4 -44.4 -22.2 -21.1 -31.1 -24.3 

稼働状況（パチスロ） 18.2 -16.7 -8.3 30.8 -11.1 0.0 14.5 -19.2 -6.9 

不足感（営業用設備） 9.1 0.0 -8.3 -7.7 -20.0 -20.0 0.0 -4.0 -1.3 

不足感（雇用人員） -72.7 -58.3 -58.3 -61.5 -40.0 -30.0 -55.3 -48.6 -50.7 

項目

項目
近畿 中国・四国・九州

北海道・東北 関東 北陸・中部

全体

前々回 前回 今回 前々回 前回 今回 前々回 前回 今回 前々回 前回 今回

資金繰り -52.9 -25.0 -36.8 -16.0 -16.7 -17.4 8.3 15.0 -13.3 -22.2 -8.5 -22.0 

貸出態度 0.0 -6.3 -22.2 -16.0 -16.7 -8.7 16.7 15.0 -6.7 -3.7 -3.4 -12.1 

借入金利 -6.3 -13.3 -22.2 -20.0 0.0 -17.4 -16.7 -10.5 0.0 -15.1 -7.0 -13.8 

項目
小規模事業者 中規模事業者 大規模事業者 全体
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第 57 回調査質問票

Ｆ1．貴社が保有されている全営業店舗数を回答してください。 （＿店舗） 

Ｆ2．貴社が営業されている店舗は以下のどの地域に属しますか？ 該当する地域すべてについて、問 1 から問 5 までそれ

ぞれ回答してください。 

Ａ．北海道 Ｂ．東北（青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県） Ｃ．関東（茨城県 栃木県 群馬県 埼玉

県 千葉県 東京都 神奈川県） Ｄ．北陸（新潟県 富山県 石川県 福井県） Ｅ．中部（山梨県 長野県 岐阜県 

静岡県 愛知県 三重県） Ｆ．近畿（滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県） Ｇ．中国（鳥取県 島根

県 岡山県 広島県 山口県） Ｈ．4 国（徳島県 香川県 愛媛県 高知県） Ｉ． 九州（福岡県 佐賀県 長崎県 熊本

県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県） 

Ⅰ．以下の設問には、保有される店舗が属する Ｆ2．で示した地域ごとに回答してください。 

問 1．【業況】貴社における、収益を中心に売上や粗利といった全般的な業況について。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

付問 1-1．問 1で業況判断をした理由について、下記項目から何が最も影響しているのか、『現況』 と 『先行き』 それぞ

れあてはまる項目を記号で回答してください。（回答用紙に記号を１つだけ記入してください） 

①現況（現在を含めたここ 1 ケ月）の業況判断の理由 

②先行き（3 ケ月後まで）の業況判断の理由 

a．店舗数の増加（増台含む） b．来店客数の増加 c．顧客単価の増加 d．店舗数の減少（減台含む） e．

来店客数の減少 f．顧客単価の減少 g．その他 

問 2．【営業用設備】貴社の日常的営業活動において、遊技機を中心とした営業用設備（券売機、計数機などを含む。但

し定期的な点検・修繕などによる一時的不足は除く）について。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．過剰  b．適正  c．不足 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．過剰  b．適正  c．不足 〕 

問 3．【雇用】貴社の雇用人員について。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．過剰  b．適正  c．不足 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．過剰  b．適正  c．不足 〕 

問 4．【稼働状況/パチンコ】貴社における、パチンコ遊技機の全般的な稼働状況について。 

※ここでは、4 円パチンコや低貸玉パチンコを含めたパチンコ全般を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

付問 4-1．【4 円パチンコ】※ここでは、4 円パチンコの状況を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

付問 4-2．【低貸玉パチンコ】 ※ここでは、低貸玉パチンコの状況を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

問 5．【稼働状況/パチスロ】貴社における、パチスロ遊技機の全般的な稼働状況について。 

※ここでは、20 円パチスロや低貸メダルを含めたパチスロ全般を回答してください。 
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①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

付問 5-1．【20 円パチスロ】※ここでは、20 円パチスロの状況を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

付問 5-2．【低貸メダルパチスロ】※ここでは、低貸メダルの状況を回答してください。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）」では〔 a．良い b．さほど良くない c．悪い 〕 

Ⅱ．以下の設問は、保有店舗全体について企業単位で回答してください。 

問 6．【資金繰り】貴社における資金繰りについて。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔 a．楽である b．さほど苦しくない c．苦しい 〕 

問 7．【貸出態度】貴社に対する金融機関の貸出態度について。 

①「現況（現在を含めたここ 1 ケ月）」では〔a．緩い  b．さほど厳しくない  c．厳しい 〕 

問 8．【借入金利】貴社における金融機関の借入金利変化について。 

①「（3 ケ月前に比べた）現在の変化」では〔a．上昇  b．変わらない  c．低下 〕 

問 9．【資本投資/遊技機】貴社において、遊技機に対する資本投資の変化について。 

①「（3 ケ月前に比べた）現在の変化」では〔 a．増加  b．変わらない  c．減少 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）の変化」では〔 a．増加  b．変わらない  c．減少 〕 

問 10．【資本投資/設備】貴社において、遊技機以外の設備に対する資本投資の変化について。 

①「（3 ケ月前に比べた）現在の変化」では〔 a．増加  b．変わらない  c．減少 〕 

②「先行き（3 ケ月後まで）の変化」では〔 a．増加  b．変わらない  c．減少 〕 

問 11．【経営上の課題】貴社における経営上の課題として重要なもの上位 3 つを選んで回答欄に記号でお答えください。 

a．人件費の増加 b．設備・運営費の増加 c．人手不足・人材確保 d．人材育成・教育 e．資金調達 f．メーカー

の遊技機販売の縛り g．公的な規制 h．不明瞭な行政指導 ｉ．組合の自主規制 ｊ．他の同業者との競争激化 k．

時間帯・曜日などの客の偏り l．その他（     ） 
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Ⅲ．トレンド・ウォッチ ～「アルバイトスタッフ・パートタイマーの確保について」～ 

飲食店などではアルバイトスタッフ・パートタイマー（以下、アルバイト）が確保できずに、一時休業や

閉店している企業もあります。そこで今回は、御社のアルバイトの確保についてお伺いします。 

問 12．御社のアルバイトの数は充足していますか。あてはまるもの 1 つを選んでください。 

ａ．非常に不足  ｂ．やや不足  ｃ．過不足なく適切  ｄ．やや過剰  ｅ．非常に過剰 

※ａ、ｂと回答した方は問 13へ、ｃ、ｄ、ｅと回答した方は問 14へお進みください。 

問 13．御社のアルバイトの数が不足している理由は何ですか。あてはまるもの 1 つを選んでください。 

ａ．応募者数が少ない  ｂ．応募はあるが、採用基準に達してしない  ｃ．採用はできているが、離職者が多い     

問 14．アルバイトを募集するにあたり、どのような求人媒体などを利用していますか。そのなかで応募

者数の増加に効果があったものはどれですか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 

問 15．ここ 1年でアルバイトの採用基準を緩和しましたか。 

ａ．緩和した  ｂ．今後、緩和する予定がある  ｃ．緩和していない 

問 16．アルバイト採用から半年での定着率はどのくらいですか。 

（         ）％ 

問 17．アルバイトの定着率を高めるためにどのようなことを行っていますか。今後、行いたいと考えてい

ることは何ですか。あてはまるもの全てに○をつけてください。 

a b ｃ d e

他業種よりも
高い時給設定

賞与・一時金
の支給

法定外福利
の充実

融通が利く
シフト管理

教育・研修制度
の充実

①行っていること

②今後、行いたいこと

f g ｈ i ｊ

キャリアパスの
明確化

設備投資(各台

計数機など）に
よる作業負担

の軽減

コミュニケー

ションが取れる
仕組み作り

会社の方針・理
念の共有

その他

①行っていること

②今後、行いたいこと

a b ｃ d e f g

求人誌掲載 新聞求人折込 求人サイト
店頭での
求人告知

店内での
求人告知

友人紹介 その他

①実施している

②応募者数増加に効果があった
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